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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察画像を撮像する複数の撮像手段であって、前記各撮像手段は高周波信号及び低周波
信号を送受信する、複数の撮像手段と、
　信号処理を行う外部機器に接続可能なコネクタであって、高周波用接続ピン及び低周波
用接続ピンを有するコネクタと、
　前記コネクタに設けられ、前記高周波用接続ピン及び前記低周波用接続ピンに接続され
ている切替回路部と、
　前記複数の撮像手段と前記切替回路部とを接続している複数の高周波用信号線及び複数
の低周波用信号線と、
　を具備し、
　前記切替回路部は、前記複数の高周波用信号線及び前記複数の低周波用信号線のいずれ
の前記高周波用信号線及び前記低周波用信号線と前記高周波用接続ピン及び前記低周波用
接続ピンとの間で前記高周波信号及び前記低周波信号を送受信するかを切替可能であり、
フレキシブル基板を有し、
　前記フレキシブル基板は、前記複数の高周波用信号線及び前記複数の低周波用信号線と
前記高周波用接続ピン及び前記低周波用接続ピンとを電気的に接続し前記高周波信号及び
前記低周波信号を夫々伝送する高周波用接続パターン及び低周波用接続パターンを有し、
複数の面部から形成されており、
　前記高周波用接続パターンは、前記複数の面部の内、一面部をなす高周波用面部のみに
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形成されており、
　前記低周波用接続パターンは、前記複数の面部の内、少なくとも、前記高周波用面部以
外の少なくとも一面部をなす低周波用面部に形成されている、
　ことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記切替回路部は、前記複数の高周波用信号線のいずれの前記高周波用信号線と前記高
周波用接続ピンとの間で前記高周波信号を送受信するかを切替可能な高周波用リレー回路
と、前記複数の低周波用信号線のいずれの前記低周波用信号線と前記低周波用接続ピンと
の間で前記低周波信号を送受信するかを切替可能な低周波用リレー回路と、を有し、
　前記高周波用リレー回路は、前記高周波用面部に配置されており、
　前記低周波用リレー回路は、前記低周波用面部に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記高周波用接続ピン及び前記高周波用信号線は、前記複数の面部の内、前記高周波用
面部のみに接続されており、
　前記低周波用接続ピン及び前記低周波用信号線は、前記複数の面部の内、少なくとも、
前記低周波用面部に接続されている、
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記フレキシブル基板は、前記高周波用接続パターン又は前記低周波用接続パターンを
備える少なくとも１つの内層と、前記内層を挟み込んでいるグランド用の一対の外層と、
を有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記フレキシブル基板は、折り曲げられて内部空間を形成しており、
　前記切替回路部は、前記フレキシブル基板に設けられ前記信号線の接続端部が接続され
前記接続端部は前記内部空間に配置されている信号線接続部と、前記フレキシブル基板に
配置され前記内部空間に配置されている電子部品と、を有する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡。
【請求項６】
　信号処理を行う外部機器に接続可能なコネクタに設けられ、前記コネクタの高周波用接
続ピン及び低周波用接続ピンに接続される切替回路部材であって、
　前記切替回路部材は、観察画像を撮像する複数の撮像手段であって前記各撮像手段は高
周波信号及び低周波信号を送受信する複数の撮像手段と前記切替回路部材とを接続する複
数の高周波用信号線及び複数の低周波用信号線のいずれの前記高周波用信号線及び前記低
周波用信号線と前記高周波用接続ピン及び前記低周波用接続ピンとの間で前記高周波信号
及び前記低周波信号を送受信するかを切替可能であり、フレキシブル基板を有し、
　前記フレキシブル基板は、前記複数の高周波用信号線及び前記複数の低周波用信号線と
前記高周波用接続ピン及び前記低周波用接続ピンとを電気的に接続し前記高周波信号及び
前記低周波信号を夫々伝送する高周波用接続パターン及び低周波用接続パターンを有し、
複数の面部から形成されており、
　前記高周波用接続パターンは、前記複数の面部の内、一面部をなす高周波用面部のみに
形成されており、
　前記低周波用接続パターンは、前記複数の面部の内、少なくとも、前記高周波用面部以
外の少なくとも一面部をなす低周波用面部に形成されている、
　ことを特徴とする内視鏡用切替回路部材。
【請求項７】
　前記切替回路部材は、前記複数の高周波用信号線のいずれの前記高周波用信号線と前記
高周波用接続ピンとの間で前記高周波信号を送受信するかを切替可能な高周波用リレー回
路と、前記複数の低周波用信号線のいずれの前記低周波用信号線と前記低周波用接続ピン
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との間で前記低周波信号を送受信するかを切替可能な低周波用リレー回路と、を有し、
　前記高周波用リレー回路は、前記高周波用面部に配置されており、
　前記低周波用リレー回路は、前記低周波用面部に配置されている、
　ことを特徴とする請求項６に記載の内視鏡用切替回路部材。
【請求項８】
　前記高周波用接続ピン及び前記高周波用信号線は、前記複数の面部の内、前記高周波用
面部のみに接続され、
　前記低周波用接続ピン及び前記低周波用信号線は、前記複数の面部の内、少なくとも、
前記低周波用面部に接続される、
　ことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡用切替回路部材。
【請求項９】
　前記フレキシブル基板は、前記高周波用接続パターン又は前記低周波用接続パターンを
備える少なくとも１つの内層と、前記内層を挟み込んでいるグランド用の一対の外層と、
を有する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の内視鏡用切替回路部材。
【請求項１０】
　前記フレキシブル基板は、折り曲げられて内部空間を形成し、
　前記切替回路部材は、前記フレキシブル基板に設けられ前記信号線の接続端部が接続さ
れ前記接続端部は前記内部空間に配置される信号線接続部と、前記フレキシブル基板に配
置され前記内部空間に配置される電子部品と、を有する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の内視鏡用切替回路部材。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の撮像手段を用いて観察を行う内視鏡、及び、このような内視鏡に用い
られる内視鏡用回路部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、細長い挿入部を体腔内に挿入して体腔内の観察を行う内視鏡が用いられている。
このような内視鏡では、観察画像を得るための撮像手段を挿入部の先端部に配設している
が、観察目的に応じた適切な画像を得るために、種類の異なる複数の撮像手段を用いるこ
とがある。
【０００３】
　例えば、特許文献１の内視鏡では、画角が互いに異なる第１及び第２の撮像ユニットを
用いている。
【０００４】
　詳細に説明すると、特許文献１の内視鏡は、体腔内に挿入される細長い挿入部を有し、
この挿入部の基端部には、術者に操作される操作部が配設されている。この操作部から、
ユニバーサルケーブルが延出されており、このユニバーサルケーブルの延出端部には、内
視鏡と外部機器とを接続するためのコネクタ部が配設されている。
【０００５】
　挿入部の先端部に配設されている第１及び第２の撮像ユニットから、夫々、第１及び第
２の信号線が延出されており、これら第１及び第２の信号線は、夫々、挿入部、操作部及
びユニバーサルケーブルを挿通されてコネクタ部の第１及び第２のコネクタに接続されて
いる。これら第１及び第２のコネクタは、夫々、第１及び第２のスコープケーブルを介し
て、信号処理を行う第１及び第２のビデオプロセッサに接続される。
【０００６】
　これら第１及び第２のビデオプロセッサは、夫々、第１及び第２の撮像ユニットに駆動
信号を出力して、第１及び第２の撮像ユニットを駆動させると共に、第１及び第２の撮像
ユニットから入力された映像信号を処理して切替スイッチ部に出力する。
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【０００７】
　この切替スイッチ部は、第１及び第２のビデオプロセッサからの映像信号の内の一方の
映像信号を選択してモニターに出力し、第１の撮像ユニットによる画像と第２の撮像ユニ
ットによる画像とを選択的にモニターに表示する。例えば、内視鏡挿入時には、画角が狭
角の撮像ユニットを用いて挿入目標を観察し易くし、内視鏡抜去時には、画角が広角の撮
像ユニットを用いて周辺部を観察し易くする。
【特許文献１】特開平６－１５４１５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１の内視鏡では、撮像ユニットとビデオプロセッサとの間で様々な信号を送受
信しているが、医療現場では内視鏡の他にも様々な電気機器が用いられるため、撮像ユニ
ットから延出されている信号線とコネクタとの接続部等において、外部の電磁場の影響に
よって信号にノイズが発生してしまう場合がある。
【０００９】
　また、撮像ユニットとビデオプロセッサとの間で送受信される信号には、例えば、撮像
ユニットを駆動するための駆動信号のような高周波信号が含まれると共に、モニターに映
像を表示させるための映像信号のような低周波信号が含まれる。このため、信号線とコネ
クタとの接続部等において、高周波信号の影響によって低周波信号にノイズが発生してし
まう場合がある。
【００１０】
　本発明は、上記課題に着目してなされたもので、その目的とするところは、伝送品質が
向上されている内視鏡、及び、このような内視鏡に用いられる切替回路部材を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　請求項１の発明は、観察画像を撮像する複数の撮像手段であって、前記各撮像手段は高
周波信号及び低周波信号を送受信する、複数の撮像手段と、信号処理を行う外部機器に接
続可能なコネクタであって、高周波用接続ピン及び低周波用接続ピンを有するコネクタと
、前記コネクタに設けられ、前記高周波用接続ピン及び前記低周波用接続ピンに接続され
ている切替回路部と、前記複数の撮像手段と前記切替回路部とを接続している複数の高周
波用信号線及び複数の低周波用信号線と、を具備し、前記切替回路部は、前記複数の高周
波用信号線及び前記複数の低周波用信号線のいずれの前記高周波用信号線及び前記低周波
用信号線と前記高周波用接続ピン及び前記低周波用接続ピンとの間で前記高周波信号及び
前記低周波信号を送受信するかを切替可能であり、フレキシブル基板を有し、前記フレキ
シブル基板は、前記複数の高周波用信号線及び前記複数の低周波用信号線と前記高周波用
接続ピン及び前記低周波用接続ピンとを電気的に接続し前記高周波信号及び前記低周波信
号を夫々伝送する高周波用接続パターン及び低周波用接続パターンを有し、複数の面部か
ら形成されており、前記高周波用接続パターンは、前記複数の面部の内、一面部をなす高
周波用面部のみに形成されており、前記低周波用接続パターンは、前記複数の面部の内、
少なくとも、前記高周波用面部以外の少なくとも一面部をなす低周波用面部に形成されて
いる、ことを特徴とする内視鏡である。
【００１２】
　請求項２の発明は、前記切替回路部は、前記複数の高周波用信号線のいずれの前記高周
波用信号線と前記高周波用接続ピンとの間で前記高周波信号を送受信するかを切替可能な
高周波用リレー回路と、前記複数の低周波用信号線のいずれの前記低周波用信号線と前記
低周波用接続ピンとの間で前記低周波信号を送受信するかを切替可能な低周波用リレー回
路と、を有し、前記高周波用リレー回路は、前記高周波用面部に配置されており、前記低
周波用リレー回路は、前記低周波用面部に配置されている、ことを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡である。
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【００１３】
　請求項３の発明は、前記高周波用接続ピン及び前記高周波用信号線は、前記複数の面部
の内、前記高周波用面部のみに接続されており、前記低周波用接続ピン及び前記低周波用
信号線は、前記複数の面部の内、少なくとも、前記低周波用面部に接続されている、こと
を特徴とする請求項２に記載の内視鏡である。
【００１４】
　請求項４の発明は、前記フレキシブル基板は、前記高周波用接続パターン又は前記低周
波用接続パターンを備える少なくとも１つの内層と、前記内層を挟み込んでいるグランド
用の一対の外層と、を有する、ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡である。
【００１５】
　請求項５の発明は、前記フレキシブル基板は、折り曲げられて内部空間を形成しており
、前記切替回路部は、前記フレキシブル基板に設けられ前記信号線の接続端部が接続され
前記接続端部は前記内部空間に配置されている信号線接続部と、前記フレキシブル基板に
配置され前記内部空間に配置されている電子部品と、を有する、ことを特徴とする請求項
４に記載の内視鏡である。
【００１６】
　請求項６の発明は、信号処理を行う外部機器に接続可能なコネクタに設けられ、前記コ
ネクタの高周波用接続ピン及び低周波用接続ピンに接続される切替回路部材であって、前
記切替回路部材は、観察画像を撮像する複数の撮像手段であって前記各撮像手段は高周波
信号及び低周波信号を送受信する複数の撮像手段と前記切替回路部材とを接続する複数の
高周波用信号線及び複数の低周波用信号線のいずれの前記高周波用信号線及び前記低周波
用信号線と前記高周波用接続ピン及び前記低周波用接続ピンとの間で前記高周波信号及び
前記低周波信号を送受信するかを切替可能であり、フレキシブル基板を有し、前記フレキ
シブル基板は、前記複数の高周波用信号線及び前記複数の低周波用信号線と前記高周波用
接続ピン及び前記低周波用接続ピンとを電気的に接続し前記高周波信号及び前記低周波信
号を夫々伝送する高周波用接続パターン及び低周波用接続パターンを有し、複数の面部か
ら形成されており、前記高周波用接続パターンは、前記複数の面部の内、一面部をなす高
周波用面部のみに形成されており、前記低周波用接続パターンは、前記複数の面部の内、
少なくとも、前記高周波用面部以外の少なくとも一面部をなす低周波用面部に形成されて
いる、ことを特徴とする内視鏡用切替回路部材である。
【００１７】
　請求項７の発明は、前記切替回路部材は、前記複数の高周波用信号線のいずれの前記高
周波用信号線と前記高周波用接続ピンとの間で前記高周波信号を送受信するかを切替可能
な高周波用リレー回路と、前記複数の低周波用信号線のいずれの前記低周波用信号線と前
記低周波用接続ピンとの間で前記低周波信号を送受信するかを切替可能な低周波用リレー
回路と、を有し、前記高周波用リレー回路は、前記高周波用面部に配置されており、前記
低周波用リレー回路は、前記低周波用面部に配置されている、ことを特徴とする請求項６
に記載の内視鏡用切替回路部材である。
【００１８】
　請求項８の発明は、前記高周波用接続ピン及び前記高周波用信号線は、前記複数の面部
の内、前記高周波用面部のみに接続され、前記低周波用接続ピン及び前記低周波用信号線
は、前記複数の面部の内、少なくとも、前記低周波用面部に接続される、ことを特徴とす
る請求項７に記載の内視鏡用切替回路部材である。
【００１９】
　請求項９の発明は、前記フレキシブル基板は、前記高周波用接続パターン又は前記低周
波用接続パターンを備える少なくとも１つの内層と、前記内層を挟み込んでいるグランド
用の一対の外層と、を有する、ことを特徴とする請求項６に記載の内視鏡用切替回路部材
である。
【００２０】
　請求項１０の発明は、前記フレキシブル基板は、折り曲げられて内部空間を形成し、前
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記切替回路部材は、前記フレキシブル基板に設けられ前記信号線の接続端部が接続され前
記接続端部は前記内部空間に配置される信号線接続部と、前記フレキシブル基板に配置さ
れ前記内部空間に配置される電子部品と、を有する、ことを特徴とする請求項６に記載の
内視鏡用切替回路部材である。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、内視鏡と外部機器との間の伝送品質が向上されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、本発明の第１実施形態を図１乃至図６を参照して説明する。図１は、本実施形態
の内視鏡システム１４の全体の概略構成を示す。この内視鏡システム１４の内視鏡１６は
、体腔内に挿入される細長い挿入部１８を有する。この挿入部１８は、硬質の先端硬質部
２０、湾曲操作される湾曲部２１、長尺で可撓性の可撓管部２４を先端側から順に連結す
ることにより形成されている。
【００３６】
　先端硬質部２０の先端部には、体腔内の患部に送気送水を行うと共に、患部を処置する
処置具を突出させる先端開口２２が形成されている。
【００３７】
　また、先端硬質部２０の先端部には、観察画像を撮像するための複数の撮像手段が配設
されている。本実施形態では、先端硬質部２０の先端部には、通常光観察を行うための第
１の撮像ユニット２４ａと、蛍光観察を行うための第２の撮像ユニット２４ｂとが並設さ
れている。これら第１及び第２の撮像ユニット２４ａ，２４ｂには、通常光観察用の通常
光及び蛍光観察用の励起光を照射するための図示しない照明レンズが並設されている。
【００３８】
　挿入部１８の基端部には、操作部２７が連結されている。この操作部２７は、術者に把
持される先端側の把持部シーケンス３０を有する。この把持部シーケンス３０には、処置
具を挿入するための処置具挿入口３２が形成されている。この処置具挿入口３２の内端部
には、第１のチャンネル３４ａが接続されており、この第１のチャンネル３４ａは、把持
部シーケンス３０及び挿入部１８を挿通されて、先端硬質部２０の先端開口２２に接続さ
れている。そして、処置具挿入口３２から処置具を挿入して、第１のチャンネル３４ａを
挿通させることにより、先端開口２２から処置具が突出されるようになっている。
【００３９】
　把持部シーケンス３０の後端側には、操作部シーケンス３６が一体的に連結されている
。この操作部シーケンス３６の側面には、湾曲部２１を湾曲操作するための上下湾曲ノブ
３８ａ及び左右湾曲ノブ３８ｂが共軸に枢支されている。これら上下湾曲ノブ３８ａ及び
左右湾曲ノブ３８ｂを回転操作することにより、湾曲部２１を４方向に湾曲操作すること
が可能である。
【００４０】
　操作部シーケンス３６には、先端硬質部２０の先端開口２２からの送気送水を操作する
ための送気送水スイッチ４０が配設されている。また、操作部シーケンス３６では、内視
鏡システム１４を、第１の撮像ユニット２４ａを用いて通常光観察画像を得る通常光観察
モードと、第２の撮像ユニット２４ｂを用いて蛍光観察画像を得る蛍光観察モードとの間
で切り替える切替スイッチ４２が、送気送水スイッチ４０に並設されている。そして、操
作部２７からユニバーサルケーブル４４が延出されており、ユニバーサルケーブル４４の
延出端部にはコネクタ部４９が配設されている。
【００４１】
　このコネクタ部４９には、送気送水装置４７に接続される送気送水口金４８が配設され
ている。この送気送水口金４８の内端部には、第２のチャンネル３４ｂが接続されており
、この第２のチャンネル３４ｂは、ユニバーサルケーブル４４及び操作部２７を挿通され
て、把持部シーケンス３０内で第１のチャンネル３４ａに合流している。そして、送気送
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水スイッチ４０を操作することにより、送気送水装置４７から、送気送水口金４８、第２
及び第１のチャンネル３４ｂ，３４ａ並びに先端開口２２を介して、患部への送気送水が
行われるようになっている。
【００４２】
　また、コネクタ部４９には、光源装置５０に接続される光源コネクタ５２が配設されて
いる。この光源コネクタ５２の内端部には、ライトガイドが接続されており、このライト
ガイドは、ユニバーサルケーブル４４、操作部２７及び挿入部１８を挿通されて、先端硬
質部２０の照明レンズに接続されている。また、光源装置５０は、操作部２７の切替スイ
ッチ４２を操作することにより、通常光観察用の通常光と蛍光観察用の励起光とを選択的
に生成する。そして、光源装置５０から、光源コネクタ５２、ライトガイド及び照明レン
ズを介して、患部に通常光あるいは励起光が照射される。
【００４３】
　さらに、コネクタ部４９には、第１及び第２の撮像ユニット２４ａ，２４ｂと電気的に
接続されている切替回路部２６が収容されている。この切替回路部２６は、電気コネクタ
２８に連結されており、後述するように、第１の撮像ユニット２４ａと第２の撮像ユニッ
ト２４ｂとのいずれの撮像ユニット２４ａ，２４ｂと電気コネクタ２８とを接続するかを
切替可能になっている。また、電気コネクタ２８は、スコープケーブル４５を介して、信
号処理を行う外部機器としてのプロセッサ４６に接続されている。
【００４４】
　以下、本実施形態の第１及び第２の撮像ユニット２４ａ，２４ｂについて詳細に説明す
る。通常光観察用の第１の撮像ユニット２４ａは、図２Ａに示されるＣＣＤ５４ａを有す
る。このＣＣＤ５４ａは、受光面に結像された光情報を光電変換して電荷として蓄積する
、二次元的に並設されている画素５６ａ群を有する。画素５６ａ群の一端列は、第１及び
第２の水平レジスタ５８ａ，６０ａに接続されており、画素５６ａ群において、第１及び
第２の水平レジスタ５８ａ，６０ａに向かう方向を垂直方向と称する。
【００４５】
　各画素５６ａに蓄積された電荷は、数ｋＨｚ乃至数百ｋＨｚの低周波である第１の垂直
転送パルス信号ΦＰ１が印加される度に、垂直方向に一画素分だけ転送される（図２、矢
印群Ｂ参照）。垂直方向の最端列である画素列に転送された電荷は、高周波である第１の
トランスファーゲートパルス信号ΦＴ１の印加により、第１及び第２の水平レジスタ５８
ａ，６０ａに振り分けられて転送される。第１及び第２の水平レジスタ５８ａ，６０ａに
転送された電荷は、８ＭＨｚ以上の高周波である第１の水平転送パルス信号ΦＳ１の印加
により、垂直方向に直交する水平方向に転送されて出力アンプ６２ａへと出力される。出
力アンプ６２ａは、入力された電荷に応じて第１の映像信号Ｖｏｕｔ１を出力する。
【００４６】
　図２Ｂに示されるように、蛍光観察用の第２の撮像ユニット２４ｂの第２のＣＣＤ５４
ｂは、電荷増倍型のＣＣＤである。このＣＣＤでは、米国特許５，３３７，３４０号“Ｃ
ｈａｒｇｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｙｉｎｇ　Ｄｅｔｅｃｔｅｒ（ＣＭＤ）　ｓｕｉｔａｂｌｅ
　ｆｏｒ　ｓｍａｌｌ　ｐｉｘｅｌ　ＣＣＤ　ｉｍａｇｅ　ｓｅｎｓｅｒｓ”に示される
ように、充分な強度の電解領域を生成することにより、伝導電子を原子に衝突させて価電
子帯の電子を解放すると共に、原子に衝突した伝導電子を原子との衝突領域から脱出させ
ており、かかるイオン化により電荷を増倍させて感度を向上させている。また、このＣＣ
Ｄでは、ＣＣＤへと印加される制御パルス信号の振幅及びパルス数を調節することにより
、ＣＣＤの感度を自由に制御することが可能である。
【００４７】
　第２の撮像ユニット２４ｂの第２のＣＣＤ５４ｂにおいても、第１のＣＣＤ５４ａ（図
２Ａ参照）と同様に、各画素５６ｂに蓄積された電荷は、第２の垂直転送パルス信号ΦＰ
２の印加によって垂直方向に一画素分だけ転送される。垂直方向の最端列である画素列に
転送された電荷は、水平レジスタ５９ｂに転送される。
【００４８】
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　図２Ｃのタイミングチャートに示されるように、第２の垂直転送パルス信号ΦＰ２の印
加に続いて、水平レジスタ５９ｂに第２の水平転送パルス信号ΦＳ２ａ，ΦＳ２ｂ（以下
では、まとめてΦＳ２と称する）が印加されると、水平レジスタ５９ｂに転送された電荷
は、第２の水平転送パルス信号ΦＳ２に同期して、水平レジスタ５９ｂから水平方向に出
力アンプ６２ｂへと転送される。なお、水平方向レジスタ５９ｂには、感度増倍機構が設
けられており、感度増倍機構に印加される制御パルス信号ΦＣＭＤ２の振幅及びパルス数
を調節することにより、第２のＣＣＤ５４ｂの感度を一倍乃至数百倍まで変化させること
が可能である。そして、出力アンプ６２に第２のリセットパルス信号ΦＲＳ２が印加され
ると、出力アンプ６２から映像信号ΦＶｏｕｔ２が出力される。
【００４９】
　以下、本実施形態の内視鏡システム１４の制御系について説明する。なお、第２の制御
パルス信号ΦＣＭＤ２については、切替回路部２６において切り替えられるものではない
ため、以下ではその説明を省略する。
【００５０】
　図３を参照し、内視鏡１６の送気送水スイッチ４０を操作すると、送気送水信号ΦＳＷ
１が送気送水装置４７に出力され、送気送水装置４７が作動される。また、内視鏡システ
ム１４は、内視鏡１６の切替スイッチ４２を操作することにより、通常光観察モードと蛍
光観察モードとの間で切り替えられる。即ち、切替スイッチ４２を切替操作することによ
り、光源装置５０、情報リレー回路６４、切替回路部２６の第１及び第２のリレー回路６
６ａ，６６ｂに切替信号ΦＳＷ２が出力される。そして、光源装置５０が内視鏡１６に供
給する照明光が、通常光と励起光との間で切り替わると共に、情報リレー回路６４、第１
のリレー回路６６ａ、及び、第２のリレー回路６６ｂが、第１の撮像ユニット２４ａ側と
第２の撮像ユニット２４ｂ側との間で切り替えられる。なお、内視鏡システム１４の起動
時には、内視鏡システム１４は通常光観察モードにある。
【００５１】
　通常光観察モードでは、第１のＣＣＤ情報記憶部６８ａから、第１の情報信号ΦＤ１が
、第１の撮像ユニット２４ａ側に切り替えられている情報リレー回路６４を介して、プロ
セッサ４６の駆動回路７０に出力される。
【００５２】
　第１の情報信号ΦＤ１を入力された駆動回路７０は、第１の垂直転送パルス信号ΦＰ１
を、第１の撮像ユニット２４ａ側に切り替えられている第２のリレー回路６６ｂを介して
、第１の撮像ユニット２４ａに出力する。そして、駆動回路７０は、第１のトランスファ
ーゲートパルス信号ΦＴ１を、第１の撮像ユニット２４ａ側に切り替えられている第１の
リレー回路６６ａを介して第１の撮像ユニット２４ａに出力する。さらに、駆動回路７０
は、第１の水平転送パルス信号ΦＳ１を、第１のリレー回路６６ａを介して第１の撮像ユ
ニット２４ａに出力する。
【００５３】
　この後、第１の撮像ユニット２４ａは、第１の映像信号Ｖｏｕｔ１を、第１の撮像ユニ
ット２４ａ側に切り替えられている第２のリレー回路６６ｂを介して、プロセッサ４６の
映像処理回路７２に出力する。第１の映像信号Ｖｏｕｔ１を入力された映像処理回路７２
は、信号処理を行い、モニター７４に通常光観察画像を表示させる。
【００５４】
　一方、蛍光観察モードでは、第２のＣＣＤ情報記憶部６８ｂから、第２の情報信号ΦＤ
２が、第２の撮像ユニット２４ｂ側に切り替えられている情報リレー回路６４を介して、
プロセッサ４６の駆動回路７０に出力される。本実施形態では、第１の情報信号ΦＤ１を
Ｈレベル信号、第２の情報信号ΦＤ２をＬレベル信号としている。
【００５５】
　通常光観察モードと同様に、駆動回路７０は、第２の垂直転送パルス信号ΦＰ２を、第
２の撮像ユニット２４ｂ側に切り替えられている第２のリレー回路６６ｂを介して、第２
の撮像ユニット２４ｂに出力する。また、駆動回路７０は、第２の水平転送パルス信号Φ
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Ｓ２、及び、第２のリセットパルス信号ΦＲＳ２を、第２の撮像ユニット２４ｂ側に切り
替えられている第１のリレー回路６６ａを介して第２の撮像ユニット２４ｂに出力する。
【００５６】
　この後、第２の撮像ユニット２４ｂは、第２の映像信号Ｖｏｕｔ２を、第２の撮像ユニ
ット２４ｂ側に切り替えられている第２のリレー回路６６ｂを介して、プロセッサ４６の
映像処理回路７２に出力する。映像処理回路７２は、モニター７４に通常光観察画像を表
示させる。
【００５７】
　以下、本実施形態の切替回路部２６及び電気コネクタ２８について、詳細に説明する。
図４に示されるように、本実施形態の電気コネクタ２８は、コネクタ部４９に突設されて
いる口金８４を有する。この口金８４は、導電性で、略円筒形状であり、コネクタ部４９
のハウジングであるコネクタケース８６に形成されている円形開口に嵌挿されている。ま
た、口金８４の外周部には第１のフランジ部８８が形成されており、第１のフランジ部８
８がコネクタケース８６に当接されねじ止めされることにより、口金８４がコネクタケー
ス８６に固定されている。
【００５８】
　口金８４の内周面には、全周にわたって係止用凸部９０が形成されており、略円板状の
カバー部材９２が、口金８４の内腔に内側開口から嵌挿されて係止用凸部９０に当接され
接着固定されている。また、略円柱状の絶縁性のインシュレータ９４が、口金８４の内側
開口から嵌挿されてカバー部材９２の内端面に当接され接着固定されている。なお、イン
シュレータ９４と口金８４とは、第１のパッキン９６ａを介して接着固定されており、イ
ンシュレータ９４と口金８４との間が水密に保持されている。そして、インシュレータ９
４の内端面には、円板状の基板９８が第２のパッキン９６ｂを介して接着固定されており
、インシュレータ９４と基板９８との間が水密に保持されている。
【００５９】
　カバー部材９２、インシュレータ９４及び基板９８には、複数の単線ピン１００Ｔ，…
，１００Ｄ、ポストピン１０２、及び、複数の同軸ピン（バーンディ）１０４Ｓ，１０４
Ｖが貫通されている。これら単線ピン１００Ｔ，…，１００Ｄ及び同軸ピン１０４Ｓ，１
０４Ｖの外端側は、カバー部材９２から外側へと突出されており、スコープケーブル４５
（図３参照）に接続されるようになっている。また、ポストピン１０２の外端側は、単線
ピン１００Ｔ，…，１００Ｄ及び同軸ピン１０４Ｓ，１０４Ｖの外端部よりもさらに外側
へと突出されており、操作者が口金８４内に手をいれた場合に、単線ピン１００Ｔ，…，
１００Ｄ及び同軸ピン１０４Ｓ，１０４Ｖよりも先に操作者の手に触れて、操作者の静電
気を逃がすようになっている。
【００６０】
　単線ピン１００Ｔ，…，１００Ｄ、ポストピン１０２及び同軸ピン１０４Ｓ，１０４Ｖ
は、インシュレータ９４に接着固定されている。そして、単線ピン１００Ｔ，…，１００
Ｄ、ポストピン１０２及び同軸ピン１０４Ｓ，１０４Ｖの内端側は、基板９８のスルーホ
ール１０６を挿通されて、基板９８のスルーホール１０６において半田付けされている。
さらに、単線ピン１００Ｔ，…，１００Ｄ及び同軸ピン１０４Ｓ，１０４Ｖの内端側は、
基板９８から突出されて、基板９８の内端面側に口金８４と共軸に配置されている導電性
のシールド筒１１０内へと延びている。
【００６１】
　このシールド筒１１０の、基板９８側の端部には、第２のフランジ部１１１が形成され
ており、第２のフランジ部１１１の外周面に形成されている雄ねじが、口金８４の内周面
の内端部に形成されている雌ねじに螺合されている。そして、口金８４にシールド筒１１
０を捻じ込むことにより、基板９８の周縁部とシールド筒１１０の第２のフランジ部１１
１とが当接されており、基板９８の周縁部に形成されているグランドランドとシールド筒
１１０とが電気的に接続されている。さらに、シールド筒１１０と口金８４とは、螺合部
分を介して電気的に接続されている。
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【００６２】
　一方、シールド筒１１０の内端部には、シールド筒１１０の内端開口を覆う導電性のシ
ールド蓋１１２がねじ止めされている。このシールド蓋１１２には、ユニバーサルケーブ
ル４４（図１参照）から延出されている伝送ケーブル１１４が、ビス１１５ａによってシ
ールドに取り付けられている固定板１１５ｂによって固定ゴム１１５ｃを介して固定され
ている。この伝送ケーブル１１４の先端部は、シールド蓋１１２に形成されている開口を
介してシールド筒１１０内に挿入されている。シールド筒１１０内に挿入されている伝送
ケーブル１１４は、フレキシブル基板９９を介して、単線ピン１００Ｔ，…，１００Ｄ及
び同軸ピン１０４Ｓ，１０４Ｖに電気的に接続されている。
【００６３】
　以下、フレキシブル基板９９を介する伝送ケーブル１１４と単線ピン１００Ｔ，…，１
００Ｄ及び同軸ピン１０４Ｓ，１０４Ｖとの電気的接続について詳細に説明する。図３及
び図４を参照し、伝送ケーブル１１４には、送気送水スイッチ４０から延出されている送
気送水ケーブル１１７ＳＷ１、切替スイッチ４２から延出されている切替ケーブル１１７
ＳＷ２、情報リレー回路６４から延出されている情報ケーブル１１７Ｄ、第１の撮像ユニ
ット２４ａから延出されている第１の撮像ケーブル１１７Ｃ１、及び、第２の撮像ユニッ
ト２４ｂから延出されている第２の撮像ケーブル１１７Ｃ２が挿通されている。
【００６４】
　これら送気送水ケーブル１１７ＳＷ１、切替ケーブル１１７ＳＷ２、及び、情報ケーブ
ル１１７Ｄには、夫々、送気送水信号ΦＳＷ１、切替信号ΦＳＷ２、及び、情報信号ΦＤ
１，ΦＤ２を伝送する単線電線の送気送水信号線、切替信号線及び情報信号線が挿通され
ている。また、第１の撮像ケーブル１１７Ｃ１には、第１の垂直転送パルス信号ΦＰ１、
第１の水平転送パルス信号ΦＳ１、及び、第１の映像信号Ｖｏｕｔ１を伝送する同軸線の
第１の垂直転送パルス信号線、第１の水平転送パルス信号線、第１のトランスファーゲー
トパルス信号線、及び、第１の映像信号線が挿通されている。第２の撮像ケーブル１１７
Ｃ２については、第２の垂直転送パルス信号線、第２の水平転送パルス信号線、第２のリ
セットパルス信号線、及び、第２の映像信号線が挿通されている。
【００６５】
　一方、単線ピンには、送気送水信号用単線ピン１００ＳＷ１、切替信号用単線ピン１０
０ＳＷ２、及び、情報信号用単線ピン１００Ｄが含まれる。さらに、単線ピンには、一対
の垂直転送パルス信号用単線ピン１００Ｐ，１００Ｐ’、一対のトランスファーゲートパ
ルス／リセットパルス信号用単線ピン１００Ｔ，１００Ｔ’が含まれる。ここで、一対の
単線ピンの内、一方の単線ピンは信号用であり、他方の単線ピンはグランド用である。ま
た、同軸ピンには、水平転送パルス信号用同軸ピン１０４Ｓ、映像信号用同軸ピン１０４
Ｖが含まれる。
【００６６】
　図４乃至図６Ｂを参照し、フレキシブル基板９９は、Ａ面、Ｂ面、Ｃ面及びＤ面を順次
連結することにより形成されている。以下では、Ａ面、Ｂ面、Ｃ面、及び、Ｄ面の表面を
Ａ１面、Ｂ１面、Ｃ１面及びＤ１面、裏面をＡ２面、Ｂ２面、Ｃ２面及びＤ２面と称する
。
【００６７】
　口金８４の基板９８に対面して、フレキシブル基板９９のＣ１面（図６Ａ参照）が配置
されている。このＣ１面から反対側のＣ２面（図６Ｂ参照）まで、送気送水信号用スルー
ホール１０６ＳＷ１、切替信号用スルーホール１０６ＳＷ２、及び、情報信号用スルーホ
ール１０６Ｄが貫通されており、これらに送気送水信号用単線ピン１００ＳＷ１、切替信
号用単線ピン１００ＳＷ２、及び、情報信号用単線ピン１００ＤがＣ１面側からＣ２面側
へと夫々挿入されている。
【００６８】
　Ｃ２面において、送気送水信号用スルーホール１０６ＳＷ１、切替信号用スルーホール
１０６ＳＷ２、及び、情報信号用スルーホール１０６Ｄの周辺には、夫々、送気送水信号
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用ピンランド１０８ＳＷ１、切替信号用ピンランド１０８ＳＷ２、及び、情報信号用ピン
ランド１０８Ｄが形成されており、これらに送気送水信号用単線ピン１００ＳＷ１、切替
信号用単線ピン１００ＳＷ２及び情報信号用単線ピン１００Ｄが夫々半田付けされている
。送気送水信号用ピンランド１０８ＳＷ１、切替信号用ピンランド１０８ＳＷ２、及び、
情報信号用ピンランド１０８Ｄは、夫々、Ｃ２面とＤ２面（図６Ｂ参照）との間のフレキ
シブル基板９９中の接続パターンを介して、Ｄ２面の送気送水信号用接続ランド１０９Ｓ
Ｗ１、切替信号用接続ランド１０９ＳＷ２、及び、情報信号用接続ランド１０９Ｄに電気
的に接続されている。
【００６９】
　Ｃ２面とＤ２面との間にはＣＤ折曲部１２６が配設されており、ＣＤ折曲部１２６を折
り曲げることにより、Ｄ面は、Ｄ２面が電気コネクタ２８の中心軸と対面されて、Ｃ面に
略垂直に配置されている。また、Ｄ面は、Ｃ面に略垂直に互いに略平行に延びている第１
及び第２のＤ折曲部１３０ａ，１３０ｂを有する。
【００７０】
　これら第１及び第２のＤ折曲部１３０ａ，１３０ｂによって、Ｄ２面は、ＣＤ折曲部１
２６に連結されている情報ケーブル接続部１２８Ｄ、並びに、この情報ケーブル接続部１
２８Ｄの側方に夫々配置されている送気送水ケーブル接続部１２８ＳＷ１、及び、切替ケ
ーブル接続部１２８ＳＷ２に分割されている。送気送水ケーブル接続部１２８ＳＷ１には
、送気送水ケーブル１１７ＳＷ１が接続されており、送気送水ケーブル１１７ＳＷ１から
延出されている送気送水信号線が、送気送水ケーブル接続部１２８ＳＷ１に配置されてい
る送気送水信号用接続ランド１０９ＳＷ１に半田付けされている。切替ケーブル接続部１
２８ＳＷ２、及び、情報ケーブル接続部１２８Ｄについても同様である。そして、第１及
び第２のＤ折曲部１３０ａ，１３０ｂを折り曲げることにより、Ｄ面は、Ｃ面の外周部に
沿って配置されている。
【００７１】
　一方、Ｃ１面からＣ２面まで、水平転送パルス信号用スルーホール１０６Ｓ、及び、一
対のトランスファーゲートパルス／リセットパルス信号用スルーホール１０６Ｔ，１０６
Ｔ’が貫通されており、これらに水平転送パルス信号用同軸ピン１０４Ｓ、及び、一対の
トランスファーゲートパルス／リセットパルス信号用単線ピン１００Ｔ，１００Ｔ’がＣ
１面側からＣ２面側へと夫々挿通され、Ｃ２面に対面して配置されているＢ２面（図６Ｂ
参照）へと突出している。
【００７２】
　このＢ２面は、Ｃ２面とＢ２面との間のＣＢ折曲部１３１を折り曲げることにより、Ｃ
２面から所定距離離間してＣ２面と略平行に配置されている。Ｂ２面にも、Ｃ２面の水平
転送パルス信号用スルーホール１０６Ｓ、及び、一対のトランスファーゲートパルス／リ
セットパルス信号用スルーホール１０６Ｔ，１０６Ｔ’に夫々アラインメントされて、水
平転送パルス信号用スルーホール１０６Ｓ、及び、一対のトランスファーゲートパルス／
リセットパルス信号用スルーホール１０６Ｔ，１０６Ｔ’が形成されている。
【００７３】
　Ｂ２面からＢ１面（図６Ａ参照）まで、水平転送パルス信号用スルーホール１０６Ｓ、
及び、一対のトランスファーゲートパルス／リセットパルス信号用スルーホール１０６Ｔ
，１０６Ｔ’が貫通されており、これらに水平転送パルス信号用同軸ピン１０４Ｓ、及び
、一対のトランスファーゲートパルス／リセットパルス信号用単線ピン１００Ｔ，１００
Ｔ’がＢ２面側からＢ１面側へと夫々挿入されている。
【００７４】
　Ｂ１面において、水平転送パルス信号用スルーホール１０６Ｓの周辺には、一対の水平
転送パルス信号用ピンランド１０８Ｓ，１０８Ｓ’が形成されており、これらに水平転送
パルス信号用同軸ピン１０４Ｓが半田付けされている。また、一対のトランスファーゲー
トパルス／リセットパルス信号用スルーホール１０６Ｔ，１０６Ｔ’の周辺には、トラン
スファーゲートパルス／リセットパルス信号用ピンランド１０８Ｔ，１０８Ｔ’が形成さ
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れており、これらに一対のトランスファーゲートパルス／リセットパルス信号用単線ピン
１００Ｔ，１００Ｔ’が夫々半田付けされている。
【００７５】
　信号用の水平転送パルス信号用ピンランド１０８Ｓ、及び、信号用のトランスファーゲ
ートパルス／リセットパルス信号用ピンランド１０８Ｔは、夫々、Ｂ１面に配置されてい
る第１のリレー回路６６ａに電気的に接続されている。この第１のリレー回路６６ａは、
Ｂ１面に配置されている信号用の第１及び第２の水平転送パルス信号用接続ランド１０９
Ｓ１，１０９Ｓ２、信号用の第１のトランスファーゲートパルス信号用接続ランド１０９
Ｔ１、及び、信号用の第２のリセットパルス信号用接続ランド１０９Ｔ２に電気的に接続
されている。
【００７６】
　一方、グランド用の水平転送パルス信号用ピンランド１０８Ｓ’は、Ｂ１面に配置され
ているグランド用の第１及び第２の水平転送パルス信号用接続ランド１０９Ｓ１’，１０
９Ｓ２’に電気的に接続されている。また、グランド用のトランスファーゲートパルス／
リセットパルス信号用ピンランド１０８Ｔ’は、Ｂ１面に配置されているグランド用の第
１のトランスファーゲートパルス信号用接続ランド１０９Ｔ１’に電気的に接続されてい
る。
【００７７】
　第１の撮像ケーブル１１７Ｃ１から延出されている同軸線の第１の水平転送パルス信号
線は、Ｂ１面の一対の第１の水平転送パルス信号用接続ランド１０９Ｓ１，１０９Ｓ１’
に半田付けされている。第２の撮像ケーブル１１７Ｃ２の第２の水平転送パルス信号線に
ついても同様である。
【００７８】
　また、第１の撮像ケーブル１１７Ｃ１から延出されている同軸線の第１のトランスファ
ーゲートパルス信号線は、Ｂ１面の一対の第１のトランスファーゲートパルス信号用接続
ランド１０９Ｔ１，１０９Ｔ１’に電気的に接続されている。
【００７９】
　そして、第２の撮像ケーブル１１７Ｃ２から延出されている同軸線の第２のリセットパ
ルス信号線は、Ｂ１面の信号用の第２のリセットパルス信号用接続ランド１０９Ｔ２、及
び、グランド用のトランスファーゲートパルス／リセットパルス信号用ピンランド１０８
Ｔ’に電気的に接続されている。
【００８０】
　一方、Ｃ１面からＣ２面まで、一対の垂直転送パルス信号用スルーホール１０６Ｐ，１
０６Ｐ’が貫通されており、これらに一対の垂直転送パルス信号用単線ピン１００Ｐ，１
００Ｐ’がＣ１面側からＣ２面側へと夫々挿入されている。
【００８１】
　Ｃ２面において、垂直転送パルス信号用スルーホール１０６Ｐ，１０６Ｐ’の周辺には
、夫々、垂直転送パルス信号用ピンランド１０８Ｐ，１０８Ｐ’が形成されており、これ
らに垂直転送パルス信号用単線ピン１００Ｐ，１００Ｐ’が夫々半田付けされている。信
号用の垂直転送パルス信号用ピンランド１０８Ｐは、Ｃ２面とＡ１面（図６Ａ参照）との
間のフレキシブル基板９９中の接続パターンを介して、Ａ１面の第２のリレー回路６６ｂ
に電気的に接続されている。この第２のリレー回路６６ｂは、Ａ面中の接続パターンを介
して、Ａ１面に配置されている信号用の第１及び第２の垂直転送パルス信号用接続ランド
１０９Ｐ１，１０９Ｐ２に電気的に接続されている。
【００８２】
　一方、Ｃ２面のグランド用の垂直転送パルス信号用ピンランド１０８Ｐ’は、Ｃ２面と
Ａ１面との間のフレキシブル基板９９中の接続パターンを介して、Ａ１面に配置されてい
るグランド用の第１及び第２の垂直転送パルス信号用接続ランド１０９Ｐ１’，１０９Ｐ
２’に電気的に接続されている。
【００８３】



(13) JP 4445887 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

　一方、水平転送パルス信号用同軸ピン１０４Ｓと同様に、映像信号用同軸ピン１０４Ｖ
は、Ｃ１面からＣ２面まで貫通されている映像信号用スルーホール１０６Ｖを挿通され、
Ｂ２面からＢ１面まで貫通されている映像信号用スルーホール１０６Ｖに挿入され、Ｂ１
面において映像信号用スルーホール１０６Ｖの周辺に形成されている一対の映像信号用ピ
ンランド１０８Ｖ，１０８Ｖ’に半田付けされている。
【００８４】
　信号用の映像信号用ピンランド１０８Ｖは、Ｂ１面とＡ１面との間のフレキシブル基板
９９中の接続パターンを介して、第２のリレー回路６６ｂに電気的に接続されており、こ
の第２のリレー回路６６ｂは、Ａ１面に配置されている信号用の第１及び第２の映像信号
用接続ランド１０９Ｖ１，１０９Ｖ２に電気的に接続されている。
【００８５】
　一方、グランド用の映像信号用ピンランド１０８Ｖ’は、Ｂ１面とＡ１面との間のフレ
キシブル基板９９中の接続パターンを介して、Ａ１面に配置されているグランド用の第１
及び第２の映像信号用接続ランド１０９Ｖ１’，１０９Ｖ２’に電気的に接続されている
。
【００８６】
　さらに、Ｂ１面とＡ１面との間にはＢＡ折曲部１３２が配設されており、ＢＡ折曲部１
３２を折り曲げることにより、Ａ面は、Ａ１面が電気コネクタ２８の中心軸と対面されて
、Ｂ面に略垂直に配置されている。また、Ａ面は、Ｂ面に略垂直に互いに略平行に順に並
設されている第１乃至第４のＡ折曲部１３４ａ，１３４ｂ，１３４ｃ，１３４ｄを有する
。
【００８７】
　ＢＡ折曲部１３２にリレー回路搭載部１３６が連結されており、このリレー回路搭載部
１３６の一側方へと、第１のＡ折曲部１３４ａ、第１の撮像ケーブル接続ランド部１２９
Ｃ１、第２のＡ折曲部１３４ｂ、第１の撮像ケーブル接続部１２８Ｃ１、第３のＡ折曲部
１３４ｃ、第２の撮像ケーブル接続ランド部１２９Ｃ２、第４のＡ折曲部１３４ｄ、第２
の撮像ケーブル接続部１２８Ｃ２が順に配置されている。
【００８８】
　そして、リレー回路搭載部１３６には、第２のリレー回路６６ｂが搭載されている。ま
た、第１の撮像ケーブル接続部１２８Ｃ１には、第１の撮像ケーブル１１７Ｃ１の接続端
部がＢ１面に近接する位置に固定され、第１の撮像ケーブル１１７Ｃ１から延出されてい
る同軸線である第１の垂直転送パルス信号線及び第１の映像信号線は、夫々、第１の撮像
ケーブル接続ランド部１２９Ｃ１に配置されている一対の第１の垂直転送信号用接続ラン
ド１０９Ｐ１，１０９Ｐ１’、及び、一対の第１の映像信号用接続ランド１０９Ｖ１，１
０９Ｖ１’に半田付けされている。第２の撮像ケーブル１１７Ｃ２、第２の撮像ケーブル
接続部１２８Ｃ２、及び、第２の撮像ケーブル接続ランド部１２９Ｃ２についても同様で
ある。
【００８９】
　そして、第１乃至第４のＡ折曲部１３４ａ，１３４ｂ，１３４ｃ，１３４ｄを折り曲げ
ることにより、Ａ面は、Ｄ面と重なることなくＢ面の外周部に沿って配置されている。
【００９０】
　なお、基板９８とフレキシブル基板９９のＣ面とは、送気送水信号用単線ピン１００Ｓ
Ｗ１等を送気送水信号用ピンランド１０８ＳＷ１等に半田付けすることにより互いに位置
決めされている。また、フレキシブル基板９９のＣ面とＢ面とは、水平転送パルス信号用
同軸ピン１０４Ｓ等を水平転送パルス信号用ピンランド１０８Ｓ，１０８Ｓ’等に半田付
けすることにより互いに位置決めされている。
【００９１】
　このように、フレキシブル基板９９は、図７Ａ及び図７Ｂに示されるように、軸方向に
垂直な断面がほぼ八角形の、一端部が開口している筒形状に折り曲げられており、フレキ
シブル基板９９によって内部空間１４０が形成されている。そして、Ａ１面とＤ２面とが
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内周面となっており、切替ケーブル１１７ＳＷ２等の接続端部、及び、フレキシブル基板
９９に搭載されている第１及び第２のリレー回路６６ａ，６６ｂが、内部空間１４０に収
容されている。さらに、筒形状に折り曲げられているフレキシブル基板９９は、シールド
筒１１０内にシールド筒１１０と共軸に収容されている。
【００９２】
　また、図８に示されるように、フレキシブル基板９９は、第１の層１４２ａと第４の層
１４２ｄとによって第２及び第３の層１４２ｂ，１４２ｃを挟み込んだ多層構造を有する
。第２及び第３の層１４２ｂ，１４２ｃには、夫々、信号用の接続パターン及びグランド
用の接続パターンがパターニングされている。そして、第１の層１４２ａと第４の層１４
２ｄとは、グランド層となっている。なお、第１及び第４の層１４２ａ，１４２ｄは、上
述した折曲部には形成されていない。
【００９３】
　次に、本実施形態の内視鏡システム１４の作用について説明する。本実施形態の内視鏡
システム１４を用いて観察を行う際には、内視鏡１６のコネクタ部４９を送気送水装置４
７及び光源装置５０に接続すると共に、コネクタ部４９をスコープケーブル４５を介して
プロセッサ４６に接続し、送気送水装置４７、光源装置５０及びプロセッサ４６を起動す
る。起動時には、内視鏡システム１４は通常光観察モードにあり、光源装置５０は通常光
を生成し、内視鏡１６の情報リレー回路６４並びに第１及び第２のリレー回路６６ａ，６
６ｂは第１の撮像ユニット２４ａ側に切り替えられている。
【００９４】
　内視鏡１６の挿入部１８を体腔内に挿入して、先端硬質部２０を体腔内の患部に対面さ
せる。光源装置５０から、通常光が光源コネクタ５２、ライトガイド及び照明レンズを介
して患部に供給され、通常光によって患部が照明される。
【００９５】
　通常光観察モードでは、第１のＣＣＤ情報記憶部６８ａから、第１の情報信号ΦＤ１が
、情報リレー回路６４、情報信号線、フレキシブル基板９９のＤ２面の情報信号用接続ラ
ンド１０９Ｄ、Ｄ２面とＣ２面との間の接続パターン、Ｃ２面の情報信号用ピンランド１
０８Ｄ、及び、情報信号用単線ピン１００Ｄを介して、プロセッサ４６の駆動回路７０に
伝送される。
【００９６】
　この後、駆動回路７０から、第１の垂直転送パルス信号ΦＰ１が、垂直転送パルス信号
用単線ピン１００Ｐ、Ｃ２面の垂直転送パルス信号用ピンランド１０８Ｐ、Ｃ２面とＡ１
面との間の接続パターン、Ａ１面の第２のリレー回路６６ｂ、Ａ面の接続パターン、Ａ１
面の第１の垂直転送パルス信号用接続ランド１０９Ｐ１、及び、第１の垂直転送パルス信
号線を介して第１の撮像ユニット２４ａに伝送される。
【００９７】
　また、駆動回路７０から、第１の水平転送パルス信号ΦＳ１が、水平転送パルス信号用
同軸ピン１０４Ｓ、Ｂ１面の水平転送パルス信号用ピンランド１０８Ｓ、Ｂ面の接続パタ
ーン、Ｂ１面の第１のリレー回路６６ａ、Ｂ面の接続パターン、Ｂ１面の第１の水平転送
パルス信号用接続ランド１０９Ｓ１、及び、第１の水平転送パルス信号線を介して第１の
撮像ユニット２４ａに伝送される。
【００９８】
　そして、駆動回路７０から、第１のトランスファーゲートパルス信号ΦＴ１が、トラン
スファーゲートパルス／リセットパルス信号用単線ピン１００Ｔ、Ｂ１面のトランスファ
ーゲートパルス／リセットパルス信号用ピンランド１０８Ｔ、Ｂ面の接続パターン、Ｂ１
面の第１のリレー回路６６ａ、Ｂ面の接続パターン、Ｂ１面の第１のトランスファーゲー
トパルス信号用接続ランド１０９Ｔ１、及び、第１のトランスファーゲートパルス信号線
を介して第１の撮像ユニット２４ａに伝送される。このようにして、第１の撮像ユニット
２４ａが駆動される。
【００９９】
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　この後、第１の撮像ユニット２４ａから、第１の映像信号Ｖｏｕｔ１が、第１の映像信
号線、Ａ１面の第１の映像信号用接続ランド１０９Ｖ１、Ａ面の接続パターン、Ａ１面の
第２のリレー回路６６ｂ、Ａ１面とＢ１面との間の接続パターン、Ｂ１面の映像信号用ピ
ンランド１０８Ｖ、及び、映像信号用同軸ピン１０４Ｖを介してプロセッサ４６の映像処
理回路７２に伝送され、モニター７４に通常光観察画像が表示される。
【０１００】
　術者は、モニター７４の通常光観察画像を観察しながら、診断、処置等を行う。必要な
らば、送気送水スイッチ４０を操作して、患部に送気送水を行う。
【０１０１】
　蛍光観察により患部をより詳しく診断したいと望む場合には、切替スイッチ４２を操作
して内視鏡システム１４を蛍光観察モードに切り替える。切替スイッチ４２を操作すると
、光源装置５０は励起光を発生し、励起光が光源コネクタ５２、ライトガイド及び照明レ
ンズを介して患部に照射される。また、内視鏡１６の情報リレー回路６４並びに第１及び
第２のリレー回路６６ａ，６６ｂは、第２の撮像ユニット２４ｂ側に切り替えられる。
【０１０２】
　蛍光観察モードでは、第２のＣＣＤ情報記憶部６８ａから、第２の情報信号ΦＤ２が、
通常光観察モードの第１の情報信号ΦＤ１と同様に、プロセッサ４６の駆動回路７０に伝
送される。
【０１０３】
　この後、駆動回路７０から、第２の垂直転送パルス信号ΦＰ２が、Ａ１面の第２のリレ
ー回路６６ｂ、Ａ面の接続パターン、Ａ１面の第２の垂直転送パルス信号用接続ランド１
０９Ｐ２、及び、第２の垂直転送パルス信号線を介して第２の撮像ユニット２４ｂに伝送
される。
【０１０４】
　また、駆動回路７０から、第２の水平転送パルス信号ΦＳ２が、Ｂ１面の第２のリレー
回路６６ａ、Ｂ面の接続パターン、及び、Ｂ１面の第２の水平転送パルス信号用接続ラン
ド１０９Ｓ２、及び、第２の水平転送パルス信号線を介して第２の撮像ユニット２４ｂに
伝送される。
【０１０５】
　そして、駆動回路７０から、第２のリセットパルス信号ΦＲＳ２が、Ｂ１面の第１のリ
レー回路６６ａ、Ｂ面の接続パターン、Ｂ１面の第２のリセットパルス信号用接続ランド
１０９Ｔ２、及び、第２のリセットパルス信号線を介して第２の撮像ユニット２４ｂに伝
送される。このようにして、第２の撮像ユニット２４ｂが駆動される。
【０１０６】
　この後、第２の撮像ユニット２４ｂから、第２の映像信号Ｖｏｕｔ２が、第２の映像信
号線、Ａ１面の第２の映像信号用接続ランド１０９Ｖ２、Ａ面の接続パターン、Ａ１面の
第２のリレー回路６６ｂを介してプロセッサ４６の映像処理回路７２に伝送され、モニタ
ー７４に蛍光観察画像が表示される。
【０１０７】
　励起光が照射されると、癌組織等はその励起光を吸収して正常な組織よりも強い蛍光を
発するため、蛍光観察画像を用いることにより、患部のより詳しい診断が可能となる。
【０１０８】
　従って、本実施形態の内視鏡システム１４は次の効果を奏する。本実施形態では、高周
波信号である水平転送パルス信号ΦＳ及びトランスファーゲートパルス信号ΦＴの切替を
第１のリレー回路６６ａで行い、低周波信号である垂直転送パルス信号ΦＰ及び映像信号
Ｖｏｕｔの切替を第２のリレー回路６６ｂで行っている。即ち、低周波信号の切替と高周
波信号の切替とを別のリレー回路６６ａ，６６ｂで行っている。このため、リレー回路６
６ａ，６６ｂにおいて、高周波信号と低周波信号とが相互干渉することが防止されている
。
【０１０９】
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　また、高周波信号である水平転送パルス信号ΦＳ１，ΦＳ２は、Ｂ１面の水平転送パル
ス信号用ピンランド１０８Ｓ，１０８Ｓ’に電気的に接続されている水平転送パルス信号
用同軸ピン１０４Ｓ、Ｂ１面の水平転送パルス信号用ピンランド１０８Ｓ，１０８Ｓ’、
Ｂ１面の第１のリレー回路６６ａ、及び、Ｂ１面の水平転送パルス信号用接続ランド１０
９Ｓ１，１０９Ｓ１’，１０９Ｓ２，１０９Ｓ２間で、Ｂ面中に形成されている接続パタ
ーンを介して伝送されている。ここで、水平転送パルス信号ΦＳ１，ΦＳ２が、フレキシ
ブル基板９９のＣ面等で伝送される場合には、高周波信号である水平転送パルス信号ΦＳ
１，ΦＳ２によって他の低周波信号にノイズが発生してしまう。本実施形態では、水平転
送パルス信号ΦＳ１，ΦＳ２は、フレキシブル基板９９においてＢ面でのみ伝送されてお
り、他の低周波信号と相互干渉することが防止されている。また、高周波信号であるトラ
ンスファーゲートパルス信号ΦＴ１、第２のリセットパルス信号ΦＲＳ２も、Ｂ面でのみ
伝送されており、他の低周波信号と相互干渉することが防止されている。
【０１１０】
　そして、フレキシブル基板９９では、グランド層である第１の層１４２ａと第４の層１
４２ｄとによって、信号用の接続パターン及びグランド用の接続パターンが夫々パターニ
ングされている第２及び第３の層１４２ｂ，１４２ｃが挟み込まれている。このため、第
２の層１４２ｂの接続パターンにおける電界強度が向上されている。
【０１１１】
　さらに、グランド層を有するフレキシブル基板９９は、筒形状に折り曲げられて内部空
間１４０を形成しており、この内部空間１４０に切替ケーブル１１７ＳＷ２等の接続端部
、及び、フレキシブル基板９９に搭載されている第１及び第２のリレー回路６６ａ，６６
ｂが収容されている。このため、フレキシブル基板９９によって、内部空間１４０が電気
的に遮蔽される構成となっており、外部からの電磁場による各種信号への干渉が防止され
ている。
【０１１２】
　以上述べたように、本実施形態では、フレキシブル基板９９における複数種類の信号間
の相互干渉が防止されており、フレキシブル基板９９中の接続パターンにおける電界強度
が向上されており、また、切替回路部２６における外部からの電磁場による各種信号への
干渉が防止されている。このため、内視鏡１６とプロセッサ４６との間で送受信される信
号にノイズが発生することが防止されており、伝送品質が向上されている。
【０１１３】
　加えて、切替回路部２６が電気コネクタ２８に連結されているため、切替回路部２６と
電気コネクタ２８との間を接続する構成が必要なく、部品構成が簡単化されている。この
ため、内視鏡１６の構成が簡単化されている。
【０１１４】
　そしてまた、切替回路部２６を形成しているフレキシブル基板９９は、筒形状に折り曲
げられて内部空間１４０を形成しており、この内部空間１４０に切替ケーブル１１７ＳＷ
２等の接続端部、及び、フレキシブル基板９９に搭載されている第１及び第２のリレー回
路６６ａ，６６ｂが収容されている。このように、切替回路部２６がコンパクトな構成と
なっており、コネクタ部４９全体をコンパクトな構成とすることが可能となっている。
【０１１５】
　さらにまた、Ａ１面の第１及び第２の撮像ケーブル接続部１２８Ｃ１，１２８Ｃ２にお
いて、第１及び第２の撮像ケーブル１１７Ｃ１，１１７Ｃ２の接続端部は、Ｂ１面に近接
する位置に固定されている。即ち、第１及び第２の撮像ケーブル１１７Ｃ１，１１７Ｃ２
の接続端部の接続位置は、シールド筒１１０への伝送ケーブル１１４の挿入位置から充分
に離間した位置となっている。このため、フレキシブル基板９９への接続において第１及
び第２の撮像ケーブル１１７Ｃ１，１１７Ｃ２が急激に曲げられることが防止されており
、耐性が向上されている。
【０１１６】
　加えてまた、Ｄ面の第１及び第２のＤ折曲部１３０ａ，１３０ｂを折り曲げることによ
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り、Ｄ面をＣ面の外周部に沿って配置している。ここで、第１及び第２のＤ折曲部１３０
ａ，１３０ｂを設けることなく、Ｄ面をＣ面に沿って円筒の周壁を形成するように湾曲さ
せた場合には、送気送水信号用接続ランド１０９ＳＷ１等に曲げ応力が付与されて、半田
付け部の耐性が低下してしまう。本実施形態では、送気送水ケーブル接続部１２８ＳＷ１
等は、フラットな形状となっており、かかる曲げ応力が送気送水信号用接続ランド１０９
ＳＷ１等に付与されることがなく、耐性が向上されている。Ａ面についても、同様な効果
を奏する。
【０１１７】
　そしてさらに、Ｄ２面には、単線電線である送気送水信号線等が半田付けされている。
一方で、Ａ１面には、同軸電線である垂直転送パルス信号線等が半田付けされている。即
ち、同一面に同一の種類の電線が半田付けされる構成となっているため、半田付けにおけ
る作業性が向上されている。
【０１１８】
　図９及び図１０は、本発明の第２実施形態を示す。第１実施形態と同様な機能を有する
構成には、同一の参照符号を付して説明を省略する。本実施形態では、高周波信号である
水平転送パルス信号を伝送するため、同軸電線である水平転送パルス信号線を水平転送パ
ルス信号用同軸ピンに直接接続している。
【０１１９】
　図９に示されるように、本実施形態の内視鏡システム１４では、図３に示される第１及
び第２のＣＣＤ情報記憶部６８ａ，６８ｂ並びに情報リレー回路６４は設けられておらず
、切替スイッチ４２は、情報リレー回路６４に代わって、プロセッサ４６の駆動回路７０
に切替信号ΦＳＷ２を出力する。切替信号ΦＳＷ２を入力された駆動回路７０は、第１の
撮像ユニット２４ａを駆動させる第１の駆動回路７０ａと、第２の撮像ユニット２４ｂを
駆動させる第２の駆動回路７０ｂとの内のいずれの駆動回路７０ａ，７０ｂを駆動するか
を切り替える。
【０１２０】
　そして、第１の駆動回路７０ａから、第１の水平転送パルス信号ΦＳ１が、第１のリレ
ー回路６６ａを介さずに第１の撮像ユニット２４ａに出力される。同様に、第２の駆動回
路７０ｂから、第２の水平転送パルス信号ΦＳ２が、第２のリレー回路６６ｂを介さずに
第２の撮像ユニット２４ｂに出力される。
【０１２１】
　図１０に、本実施形態の第１の水平転送パルス信号用同軸ピン１０４Ｓ１（以下、単に
同軸ピン１０４Ｓ１と称する）を示す。この同軸ピン１０４Ｓ１は、細長い円柱状の内部
導体１４４を有し、この内部導体１４４には、細長い円筒状の外部導体１４６が外挿され
ている。同軸ピン１０４Ｓ１の先端側では、内部導体１４４と外部導体１４６との間に絶
縁部材１４８が介装されており、この絶縁部材１４８によって、内部導体１４４と外部導
体１４６とが互いに接触しないように位置決めされている。また、内部導体１４４、外部
導体１４６及び絶縁部材１４８は、円環状の支持部材１５０によって締結固定されており
、内部導体１４４、外部導体１４６及び絶縁部材１４８の位置関係が保持されている。
【０１２２】
　同軸ピン１０４Ｓ１は、基板９８に形成されているスルーホール１０６に挿通されてい
る。さらに、同軸ピン１０４Ｓ１の内部導体１４４は、フレキシブル基板９９のＣ面とＢ
面とに互いにアラインメントされて形成されている第１の水平転送パルス信号用スルーホ
ール１０６Ｓ１を夫々挿通されて、Ｃ面から突出されている。また、内部導体１４４には
、Ｃ面とＢ面との間において、ＥＭＣを防止するためのビーズコア１５２が外挿されてい
る。このビーズコア１５２の外端面はＣ２面に当接されており、内端面はＢ２面に当接さ
れている。
【０１２３】
　一方、同軸ピン１０４Ｓ１の外部導体１４６は、基板９８のスルーホール１０６におい
て、基板９８に半田付けされている。そして、外部導体１４６の内端部は、円環状内端面
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の一部分から突出部１５４が延出されている構成となっている。この外部導体１４６の円
環状内端面は、フレキシブル基板９９のＣ１面に近接する位置に配置されており、外部導
体１４６の突出部１５４は、Ｃ面とＢ面とに形成されている第１の水平転送パルス信号用
スルーホール１０６Ｓ１を夫々挿通されて、Ｃ面から突出されている。なお、外部導体１
４６の突出部１５４は、Ｃ面とＢ面との間において、ビーズコア１５２の外周面に当接さ
れている。
【０１２４】
　同軸電線である第１の水平転送パルス信号線１５６は、フレキシブル基板９９の内部空
間１４０において、同軸ピン１０４Ｓ１に接続されている。即ち、信号用の水平転送パル
ス信号線１５６ａは、同軸ピン１０４Ｓ１の内部導体１４４に半田付けされ、グランド用
の水平転送パルス信号線１５６ｂは、同軸ピン１０４Ｓ１の外部導体１４６に半田付けさ
れている。
【０１２５】
　また、第２の水平転送パルス信号用同軸ピンは、第１の水平転送パルス信号用同軸ピン
１０４Ｓ１と同様な構成を有し、第２の水平転送パルス信号線は、第１の水平転送パルス
信号線１５６と同様に、第２の水平転送パルス信号用同軸ピンに直接接続されている。
【０１２６】
　次に、本実施形態の内視鏡システム１４の作用について説明する。通常光観察モードで
は、第１の駆動回路７０ａから第１の撮像ユニット２４ａへと各種信号が送信される。こ
のうち、第１の水平転送パルス信号ΦＳ１については、第１の水平転送パルス信号用同軸
ピン１０４Ｓ１から第１の水平転送パルス信号線１５６へと直接伝送される。
【０１２７】
　蛍光観察を行う場合には、切替スイッチ４２を操作する。切替スイッチ４２を操作する
と、第１の駆動回路７０ａに代わって第２の駆動回路７０ｂが作動される。蛍光観察モー
ドでは、第２の駆動回路７０ｂから第２の撮像ユニット２４ｂへと各種信号が送信される
。第１の水平転送パルス信号ΦＳ１と同様に、第２の水平転送パルス信号ΦＳ２について
は、第２の水平転送パルス信号用同軸ピンから第２の水平転送パルス信号線へと直接伝送
される。
【０１２８】
　従って、本実施形態の内視鏡システム１４は次の効果を奏する。本実施形態では、高周
波である第１及び第２の水平転送パルス信号ΦＳ１，ΦＳ２は、第１及び第２の水平転送
パルス信号用同軸ピンから、フレキシブル基板９９中の接続パターンを介さずに、第１及
び第２の水平転送パルス信号線へと直接伝送される。高周波信号がフレキシブル基板９９
中の接続パターンを伝送される場合には、フレキシブル基板９９中の他の接続パターンに
よって伝送される低周波信号にノイズが発生する可能性があるが、本実施形態では、かか
るノイズの発生が防止されている。
【０１２９】
　また、ＥＭＣを防止するためのビーズコア１５２は、外端面がＣ２面に当接され、内端
面がＢ２面に当接されて、Ｃ面とＢ面との間に配設されている。このため、ビーズコア１
５２を組み付ける際に、ビーズコア１５２が固定しやすくなっている。
【０１３０】
　本実施形態においては、ビーズコア１５２に代わって、ビーズコア１５２と同形状の絶
縁用の部材を配設してもよい。この場合、突出部１５４が変形して内部導体１４４に接触
することを防止することが可能となる。
【０１３１】
　上記実施形態では、第１及び第２の撮像ユニットとして、通常光観察用の撮像ユニット
と蛍光観察用の撮像ユニットとを用いている。しかしながら、第１の撮像ユニットと第２
の撮像ユニットとして様々な撮像ユニットを用いることが可能であり、例えば、通常光観
察用の撮像ユニット、蛍光観察用の撮像ユニット、及び、拡大観察用の撮像ユニットを任
意に組み合わせて使用することが可能である。
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【０１３２】
　次に、本出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　
（付記項１）体腔内に挿入可能な挿入部と、前記挿入部の先端に第１の撮像素子を備えた
第１の撮像手段と、前記挿入部の先端に第２の撮像素子を備えた第２の撮像手段と、前記
第１の撮像手段および前記第２の撮像手段に接続され、前記第１の撮像手段および前記第
２の撮像手段とを切り替える切替手段と、前記切替手段を電気的にシールドするシールド
手段と、前記切替手段によって切り替えられた撮像手段に対して駆動信号ならびに映像信
号の送受信を行うプロセッサに着脱可能であるとともに、前記切替手段に接続されたコネ
クタと、を具備することを特徴とする内視鏡。
【０１３３】
（付記項２）体腔内に挿入可能な挿入部と、前記挿入部の先端に第１の撮像素子を備えた
第１の撮像手段と、前記挿入部の先端に第２の撮像素子を備えた第２の撮像手段と、前記
第１の撮像手段および前記第２の撮像手段に接続され、前記第１の撮像手段および前記第
２の撮像手段とを切り替える切替手段を内側に形成するとともに、前記切替手段を電気的
にシールドする周部を形成する折曲可能なフレキシブル基板と、前記切替手段によって切
り替えられた撮像手段に対して駆動信号ならびに映像信号の送受信を行うプロセッサに着
脱可能であるとともに、前記フレキシブル基板に接続されたコネクタと、を具備すること
を特徴とする内視鏡。
【０１３４】
（付記項３）前記フレキシブル基板には、折曲られることで積層される第１の層部と第２
の層部を備え、前記第１の層部と第２の層部における互いが相対する面に信号ラインおよ
びグランドラインを設けるとともに前記配線パターンが設けられた面とは反対の面には前
記グランドラインに接続するグランド層を設けたことを特徴とする請求項２記載の内視鏡
。
【０１３５】
（付記項４）前記フレキシブル基板には、折曲られることで積層される第１の層部と第２
の層部を備えるとともに、折り曲げられることで筒状に形成される前記周部を構成する第
１の突出部および第２の突出部を形成したことを特徴とする請求項２記載の内視鏡。
【産業上の利用可能性】
【０１３６】
　本発明は、内視鏡と外部機器との間の伝送品質が向上されている、複数の撮像手段を用
いて観察を行う内視鏡、及び、このような内視鏡に用いられる内視鏡用回路部材を提供す
る。
【図面の簡単な説明】
【０１３７】
【図１】本発明の第１実施形態の内視鏡システムを示す概略図。
【図２Ａ】本発明の第１実施形態の内視鏡の第１の撮像ユニットを示すブロック図。
【図２Ｂ】本発明の第１実施形態の内視鏡の第２の撮像ユニットを示すブロック図。
【図２Ｃ】本発明の第１実施形態の内視鏡の第２の撮像ユニットのタイミングチャートを
示す図。
【図３】本発明の第１実施形態の内視鏡システムを示すブロック図。
【図４】本発明の第１実施形態の内視鏡のコネクタを示す縦断面図。
【図５】本発明の第１実施形態の内視鏡のフレキシブル基板を示す組立図。
【図６Ａ】本発明の第１実施形態の内視鏡のフレキシブル基板の表面を示す展開図。
【図６Ｂ】本発明の第１実施形態の内視鏡のフレキシブル基板の裏面を示す展開図。
【図７Ａ】本発明の第１実施形態の内視鏡のコネクタを図４のＶＩＩＡ－ＶＩＩＡ線に沿
って切断して示す断面図。
【図７Ｂ】本発明の第１実施形態の内視鏡のコネクタをＶＩＩＢ－ＶＩＩＢ線に沿って切
断して示す横断面図。
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【図８】本発明の第１実施形態の内視鏡のフレキシブル基板を示す縦断面。
【図９】本発明の第２実施形態の内視鏡システムを示すブロック図。
【図１０】本発明の第２実施形態の内視鏡のコネクタを示す縦断面図。
【符号の説明】
【０１３８】
　１６…内視鏡、２４ａ，２４ｂ…撮像手段、２６…切替回路部、２８…コネクタ、４６
…外部機器。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図２Ｃ】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６Ａ】

【図６Ｂ】 【図７Ａ】

【図７Ｂ】
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